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WB 1:500-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000

Calculated MW: 45 kDa; Observed MW: 40 kDa

B4GALTS

BAGALTS5; Beta-1; 4-galactosyltransferase 5; Beta-1; 4-GalTase 5; BetadGal-T5; b4Gal-T5;
Beta-1; 4-GalT Il; UDP-Gal:beta-GIcNAc beta-1; 4-galactosyltransferase 5; UDP-
galactose:beta-N-acetylglucosamine beta-1; 4-galactosyltransferase 5
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、7つのβ-1,4-ガラクトシルトランスフェラーゼ（beta4GalT）遺伝子の1つです。これらの遺伝子は、供与基質であるUDP-ガラクトースに特異的に特異性を持つII型膜結合型糖タンパク質をコードしています。これらの遺伝子はすべて、β1,4結合したガラクトースを、同様の受容体糖（GlcNAc、Glc、Xyl）に転移します。それぞれのbeta4GalTは、異なる複合糖質および糖構造の生合成において、それぞれ異なる機能を有しています。II型膜タンパク質であるbeta4GalTは、タンパク質をゴルジ体へ誘導するN末端疎水性シグナル配列を有し、このシグナル配列は切断されずに膜貫通アンカーとして機能します。配列類似性により、beta4GalTは4つのグループに分類されます。beta4GalT1とbeta4GalT2、beta4GalT3とbeta4GalT4、beta4GalT5とbeta4GalT6、そしてbeta4GalT7です。この遺伝子によってコードされる酵素の機能は明らかではありません。この遺伝子は以前はB4GALT4と命名されていましたが、B4GALT5に改名されました。文献ではbeta4GalT2とも呼ばれています。
	研究分野
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	B4GALT5 抗体を使用したさまざまな溶解物中の B4GALT5 のウエスタン ブロット分析。
	

	β1、4GalT5抗体を用いた293溶解物中のB4GALT5のウエスタンブロット分析。

